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　私は現在、父と二人で暮らしている。家事は二人分だけなので慣れてしまっ

た今では大した負担ではない。だがそれ以上に、私は自分のお金の管理が不安

であった。

　私には二種類のお金が渡されている。まずは毎月貰
もら

える自分のお小遣い。こ

れは自分の趣味や友人との交際費にあたる。そして生活費というものが別で渡

されている。生活費といっても私の手元に必要なのは、食費や日用品のお金く

らいだ。しかし実際に預けられてみると、同じお金なのにお小遣いと比べ物に

ならない程、使うのに緊張が伴うのだ。

　私はこの二種類のお金を管理するにあたって、心がけていることが三つある。

　まず大前提として、自分が何にいくら使ったのか、いくら残っているのかを

正確に記録するということだ。お小遣いも生活費も一回の出費がそんなに大き

くはないため、こまめに記録しないと、気づいたら足りなくなっていた、など

ということになりかねない。以前はレシートを失くしてしまうことなどしょっ

ちゅうだったし、財布に今いくら入っているかも把握しようとしなかった。だ

から父から１か月分の生活費を預かったときには、自分に管理できるのか怖く

なってしまったものだ。だからこそ、お金の動きを目に見える形で確認するこ

とが大切だ。家計簿というほどのものではないが、レシートを整理して残額を

メモしておく、貰った額も記録しておく、この小さな習慣にどれだけ支えられ

ていることか。今まではいつの間にか減っていたお小遣いも、記録を始めてか

らは次に貰えるまでの日数を考えた計画的な使い方ができるようになった。

　二つ目に、節約するということだ。記録をつけ始めて、今まで気に留めてい

なかった１円単位の価格の差がとても気になり出したのだ。今までは真面目に

見たこともなかったスーパーの広告を、気づいたら見比べて買い物のルートを

考えたりしていた。小さい頃は母がそうしているのを見て、どうせ 10 円くら
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いの違いなら、面倒だから１か所で済ませればいい、なんて思っていた。それ

が今では自発的にそうしている。友達と歩いていても、ふとしたときに店頭の

商品の値段をチェックして家の近所の店と比べたりしてしまう。なんだか恥ず

かしい気もするけれど、１円でも安い物を買うことは賢いことだと思う。これ

からずっと積み重ねていく節約が１年後には、10年後にはきっと私の助けにな

るだろう。また、お小遣いの使い方にも変化があった。節約の積み重ねは１円、

10 円ずつだけど、無駄使いのそれは 100 円、200 円ずつである。学校帰りに

友達と寄り道をする機会を減らしたのは、家事と勉強の時間のためもあるけれ

ど、やはりお金の大切さを強く感じたからでもある。その代わり、今日は遊ぶ、

と決めたら思いっきり遊ぶ。ただしあらかじめ使うお金の上限を決めて出かけ

るようにしている。その結果、今までは毎月あれば使ってしまっていたお小遣

いが余るようになった。今までいかに浪費していたか思い知った。

　そして三つ目は、お小遣いから払う物と生活費から払う物を明確に決めてお

くことだ。これは、初めに父と相談して細かく決めておけばよかったのだが、

そうしなかったために迷ってしまったことがある。例えばお菓子は食費から払っ

てよいのか。これはまだわかりやすくて、お菓子を食べるのは私だけなことと、

食事ではなくて食べたいだけであることからお小遣いから払う。しかし当初買

い物で悩んだのは主に日用品だ。シャンプーや日焼け止めなどは父と共有しな

いが今まで自分で買っていた物ではない。さらにそういった物はどこまでが必

需品といえるのかわかりにくく、生活費から出してよいものか判断がつかなかっ

た。父とよく話し合った結果、細かく区別をつけたので今は迷うことはほぼな

くなった。ここから私は、使い道のはっきりしないお金は持っていない方が良

いとわかった。生活費はあくまでも父から「預けられた」お金であり、安心し

て預けてもらうためにもお互いの認識にずれをなくすことが必要だと感じた。

今も、少しでも迷ったらすぐに確認をとるようにしている。

　父との二人の暮らしが始まってからまだ数か月だが、お金に対する考え方は

既に大きく変わった。今まで何も考えずに月に一度入ってきてから出ていくだ

けだったお小遣いが、管理された計画的な使い方で今ではたまっている。まさ

か高校生のうちに生活費をやりくりするとは思わなかったが、買い物はこんな

にも頭を使うものだと知って少し大人に近づいた気分だ。将来一人暮らしを始
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めたら、電気、水道、ガスや家賃、その他にも自分の携帯電話の料金などまで

管理しなければならない。大学生になったら一人暮らしをしてみたいなんて思っ

ていたけど、お金の管理の大変さや、実家暮らしの方が遥かに経済的であるこ

とまで頭が回るようになり、考えを改めた。高校生になってほとんどの場所で

大人と同じ料金を払っているけれど、私達はまだまだ親の元を離れられないと

知った。父は帰りが夜中になることがほとんどなので、一人暮らしのように感

じることはある。しかし、もし父が家にいなくて、たとえお金だけがあったと

してもきっとまともに暮らしていけないと思う。料理や洗濯が手早くできるよ

うになって、ごみの日を覚えて、戸締まりを絶対に忘れない習慣がついても、

お金をすべて自分でやりくりしろと言われたら無理である。両親がたまに、税

金をどこに振り込むとか、保険金をどうするとかの難しそうな話をしていたが、

大人になったらそういったことも考えなくてはいけないと思うと、今から心配

だ。高校生の今、お小遣いと生活費という二種類のお金を管理することは、望

んでこうなったわけではないが実は恵まれた経験なのかもしれない。

　生活費もお小遣いも今は同じ財布で持ち歩いているが、私の目には異なるお

金として見えている。常に持っているお金を把握するようになったし、預けて

もらえるということはそれなりに信頼されているということだと私は思ってい

る。それを壊さないためにも、預けられた責任を持ってお金を管理していきたい。


